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個の線分からなるランダム図形である。nが 1 の場合は 15 個の、2の場合は 105個の、3
の場合は 455個の、4の場合は 1365個の、5の場合は 3003個の、6の場合は 5005個の異
なった図形が存在するとされる。申請者はグラフ理論に基づき、各図形の持つ様々なグラ
フ不変数(これらは図形の持つ深層構造と考えられる)とグラフ不変数が図形中に存在する





本論文は 5章構成になっており、第 1章では本論文の目的を、第 2章では図形認知の様々
な研究を、不変的特徴を利用した図形認知理論、図形の持つ全体性とその構成要素の分解
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